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新学習指導要領に準拠 した評価規準とその評価方法
一 小学校井教科における評価方法の提案 一
深 井 文 雄
岡山大学教育学部附属小学校
研 究 の 要 約
新指導要領において,今までの学習内容が3書り削漉されたことは,みんなよく
知 っているo Lか し,評価の仕方が,相対評価から絶対評価になったことに関 し
ては,知 らない教師も多いのではないだろうかC指斗要領で示す学習内容はよく
知 っていても,その評価の仕方を理解 していなければ,教育は変わらない.
そこで, どのように評価の仕方が変わったのかを具体的な単元を通 して整理す
ることにより,実板の指導に役立てたいと考えた｡
1 新学習指導要領に準拠 した評価規準
(1)｢相対評価｣から ｢絶対評価｣へ
旧措辞要録における評定は.各教科別に学
習指斗要領に示す自壊に照らして,学級また
は学年における位置付けを評価して記入 して
いた｡そして,その表示は.その学年や学級
における ｢普通程度のもの｣を ｢2｣とし,
｢2より優れた程度のもの｣を ｢3上 ｢2
よりもはなはだしく劣る程度のもの｣を
｢1｣とし,あらかじめ各段階ごとに一定の
比率を定めて,繊械的に割り振ることのない
ように留意しながら行っていた｡
しかし,ここで間榎になるのが. ｢その学
年や学級における 『普通程度』｣ということ
である｡当然,学級編成をするときには,ど
の学級も同じ程度の学力となるように考える
のだが,国語も算数も全部の教科の学力が同
じようにできるわけがない｡ したがって.各
教科ごとにみると.学級によって ｢普通程
度｣が遭うことがあるため,右の園 (極端な
例であるが ･ ･)に示すように.B組では
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｢3｣なのに.同じ児童がA粗になると
｢2｣になってしまうことがあるという問題
があった｡これは,｢相対評価｣である以上
どうしようもないことであると考えられてい
たC
ところが,今回文部科学省より示された
｢指導事故に記載する事項のとりまとめ｣で
は,｢評定｣について次のように雷かれてい
る｡
第3学年以上の各教科の学習の状況に
ついて,小学校学習指i8要領に示す客数
科の目標に照らして.皇担具現状況圭鍵
に ･ し,記入する｡
各教科の評定は,3段階で表し.3段
階の表示は,3.2, 1とする｡その表
示は.小学校学習指導要領に示す目標に
照らして. ｢ . で ると判 さ
るもの｣套3_i｢お萎むね奉足できると
_PJ軌 まれをb_g)_｣一旦_2.山上象九重要す且
と判 る の とする｡
(アンダーラインは深井)
これをみると, ｢学級または学年における
位置付けを評価｣から ｢日額の実現状況を総
括的に評価｣に変わっていることがわかる｡
これは,まさに, ｢相対評価｣から ｢絶対評
価｣への転換である｡
実は,今までも ｢絶対評価｣をしていた部
分はあった｡それは, ｢板点別学習状況｣で
あるO｢観点別学習状況｣については,次の
ように記入していた｡
小学校学習指斗要領に示す各教科の目標
に照らして.その実現状況を観点ことに評
価し.A.a,Cの記号により記入する｡
この場合.｢十分満足できると判断される
もの｣をA.｢おおむね満足できると評価
されるもの｣をB,｢無力を要すると判断
されるもの｣をCとする｡
この ｢観点別学習状況｣の記入は.平成14
年度からも今までと同じように記入すること
になる｡しかも,表現の仕方が,先ほどの
｢評定｣についての文とほとんど同じである｡
つまり. ｢指辞書毎に記載する事項のとりま
とめ｣によれば,各教科の評定は, ｢椴点別
学習状況｣と同じように ｢絶対評価｣をしな
さいということである｡
(2)共通の ｢評価規車｣
｢絶対評価｣は,ある規準に対してどの程
度到達しているかどうかを評価するものであ
るoその規準は ｢評価規準｣とよばれている
が,｢評価規串｣が.学級によって異なって
いたのでは意味がないD｢評価規準｣が共通
であれば.全国どこの小学校に行っても ｢評
価規準｣に照らし合わせて, ｢十分満足｣し
てるか ｢おおむね満足｣しているか ｢努力を
要する｣かがわかる｡
さらに.文部科学省は. ｢評価規準｣の基
となる ｢学習指斗要領｣では最低規準を示し
ているといっているので,どの教師も ｢おお
むね満足｣以上を目指すこととなり.全体の
学力向上にもなるであろう｡
そこで,共通の ｢評価規準｣をつくるため
に.国立教育政策研究所教育課程研究センタ
ーが研究開発に取りかかっていたが,平成14
年2月に報告雷を出した.
報告雷では, ｢内容のまとまりごとの評価
規準｣を示し,算数科においては ｢A政と計
算｣｢BJtと測定｣｢C固形｣｢D数量関
係｣の4つの領域ごとに示されている｡例え
ば.第6学年の ｢A敦と計算｣については,
次のように示しているO
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幕政への関心 .書欲.感度 数学的な考え方 致IやEB形についての暮現 .赴理 致Jtや図形についての知ZI.理解
･約政.倍牡の考え机 分故の通 ･事故を的払.藩政の ･鼻件的な場面に即し ･的鼓や借政という叔
分や約分をするときや日常生活 叔点から分ZrLて考 て.的乱 倍故.公 点から,亜敦の★成
の場面で着用できる美しきやよ える. 約数.公倍数を求め についてのIかな必
さに気付き.それらを為んで間 ることができる. 父をもっている.
超搬決に役立てようとTる.･分牡の相等及tf大小について考 ･分敦の相事及tf大小 ･分数の相等及び大小 ･-つの分牡の分子.
えを生かして.^分母の分数の について■べたり考 を比べろことができ 分母に同じ敦を乗除
加法及び繊法の計算の仕方を考 えたりする. ち. してできる分数は.
えようとする.･分数の計算の仕方を.これまで ･見分母の分教のh法及びaL法の計雷の仕 '霊等墨完領 細 管 元の分敦と同じ大きさであることモ理解方を考える.分数の乗法及U除 真分数との加法及びその連の減法)の計井ができ.それを用いるこ ができる.･帯 を含まない分 してい呑.･ia分や約分 いう扱点から, 数のについてのJtか なd父をもっている.分数の相嶋及び 小の比べ方を理姫している.SL 母の 加法及び嬢法の意味や計野 草詑 つ て理*法 除
に学習した整数や小牧の計算に の計算では.針嘉の 敦の乗法.除法の計 の計井が.どのよう
関連づけて考えようとする. 意味を璽牡や小払の 算ができ.それを用 な18両でどのように
･分政の乗法及び繰法の計算を. 抱囲から尭Btさせて いることができる.･目的に応じて.稚 , 用いられちかを理梯
亜政や小数の計井を基にして考 考えたリ.その計算 している.
えたリ工夫 したりTるよさに気 の仕方を.景鼓や小 ･分数の集注及tf徐法
付くとともに.そこに計算の書 敦の計算の仕方を基 の針暮の仕方を理解
味や性葺が有効に働いているこ にして,筋道立てて している.
とに気付き,それらを進んで活用して話逆立てて考 たーり説明 考えたりする.
え ーしたりしていこうとする.積や商を枚数で見7Iも ことの ･目的に応じて.正確 ･乗法及び除法の計算
よさに気づき.件々な14両T.目 な計算が必雷なの 商を振放で見gtもる のおよその結果をと
2 評価方法の工夫
(1)単元ことの評価計画
先に示したように ｢評定｣は, ｢十分満
足｣ ｢おおむね満足｣ ｢無力を要する｣の3
段階である｡ ｢評価規準｣が最低基準を示す
ものである以上,教師は, ｢努力を要する｣
という評定をつけなくてよいように努力する
必要がある｡だから. ｢達成規準｣に到達し
ているかどうかを評価するのは,学期ことに
まとめてしていたのでは間に合わないoでき
るだけ早く評価して, ｢達成規準｣に到達し
ない児童がいた場合は.個別指尊をしてでも
｢達成規準｣に到達できるようにすることが
大切である｡
報告書で示された表は.学年を通して ｢内
容のまとまりこと｣に示しているものだから
といって.学年末にまとめて評価するのでは
意味がない｡少なくとも,単元ごとに整理し
直す必要があるCそして.その単元のどの時
間で評価できるかを考えるようにするといっ
たステップを踏みながら次のように評価を次
の指導に生かしていく｡
報告雷の表から,その単元に関わるもの
を抜き出す
1
単元計画と照らし合わせて,どの時Wに
どの様に評価するかを決める
評価を次の指才に生かしながら.授業を
進める
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(2)第6学年｢分数のかけ算｣での評価計画
報告書の表から ｢分数のかけ井｣に関わる ものを抜き出すと次のようになる｡
井数への関心 .意欲 .態度 数学的な考え方 政衣 や固形についての･処理 政Jlや固形についての知ZQ.理触
･分数の計算の仕方を.これまで ●…悪書…違…琵 琶 し謂 嘉詣 蓬緒ができ,それを用るヽことができる. ･分敦の乗法及U除法
に学¥した並数や小払の計算に の計算が.どのよう
関連づけて考えようとTる｡ な18両でどのように
'豊萱等祭経 路 誉呈T=+モ享も 唯園から発展させて考えたり,その計算 用いられ舌かを理解している.
えたり工夫したりするよさに気 の仕方を.亜故や小 ･分政の養法及tf除法
付くとともに,そこに計井の意 政の計算の仕方を基 の計算の仕方を理Af
味や性実が有効に働いているこ にLて.勝正立てて している｡
とに丸付き,それらを進んで活 考えたりする. ･*法及び特注の計算
用して話逆立てて考えたリ税明 のおよその括兼をと
しかし.毎時間これだけのことを評価する
ことは無理である｡そこで, ｢分散のかけ
算｣のそれぞれの学習で,中心においている
内容は何であるかを考え,それに関わる観点
を中心に評価することを考えた｡
また,それと同時に. ｢いつ｣ ｢どの様な
第6学年 ｢分数のかけ井｣評価計画
方法で｣評価するかについても考える必要が
ある｡授業中に評価するのか,授業後に評価
するのか.また.それぞれどの様な方法で評
価するのかを,次のような評価計画にまとめ
た｡
≪ 〉内は評価方法
時 活動内容 関IL"意欲.態度 数学的な考え方 表現 .処理 知41 .理解
ー 分数のかけ)(の 分政のかけ井につい 隻数や小牧の4台か ※ ※
課圧づくり ての課題をつかむことができる.≪授業中の発音や後 ノ- ト≫ ら発展的に考えることができる.≪横集中の免曾や授業後 ノー ト≫
2 分社×整数や分 新しい詳伝を見つけ 分数のかけ井の計暮 分数のかけ井の計暮 分政のかけ井の計暮
3 致×分数の意味 ながら取り組むこと の仕方を考えること ができる. の仕方がわかる.
と計井の仕方分数のかけ算の一般化 ができる. ができる○ 《適応問題を解決す ≪授業練のノー ト》
4 ≪授業中の朱書≫ ≪授業中のノー ト≫ る様子や練習をしたノート≫
5 分数のかけ井の ※ ※ 身の回りにある同席 分故のかけ井を用い
(※印は.その時帆 こおいて特には評価しIiい扱点)
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(3)評価基準表を作成する
今まで述べてきたことは,評価規準を達成 のままでは. ｢十分満足｣と ｢おおむね満
できているかどうかを評価し.最終的には 足｣の違いがわからない｡そこで,評価規準
｢努力が必要｣といった児童をなくすための を基に, ｢十分満足｣ ｢おおむね満足｣ ｢東
手だてを考えてきたといえる.そのことは. 力が必要｣の基準を考え.それを次の一覧表
もちろん,大切なことであると考えるが.こ にまとめた｡
第6学年 ｢分散のかけ貫｣における A:十分*足.a:おおtIね沸足,C:無力が必T の基串
時 活血内容 Bq心.七欲.潜ま 数学的な考え方 鼓現 .処理 知糠 .理無
1 分数のかけ薫の A:枕撞的に課題に A:量鼓や小姓から ※ ※
詳伊づくり ついて先甘したリ,排甥をノートに暮いたリして るB:ノ-トにEt塩を書 るC ー 課債暮 ない 集魚的に考えたことt発1rしリ,ノートに暮B儀 ききを要一卜に書いていちC‥き 幣 Jj=tE嘉男ノート ない
2分数×巻数や分 A:新しい隷JtをfI A:計算の仕方がき A二分政のかけ井が A二等‡報 票 誓とめている
34 汝×分数の意味と計算の仕方分政のかけ井の 等的にみ つける先Tがよ くあ ちんと悦明できている 正確にできる
a:｢A｣と ｢C｣ B二助TにJ:リ.計 B:｢A｣と ｢C｣ B:計算の仕方をま
以外 貫の仕方を税明 以外 とめている
一般化 C:分数のかけⅠ以 で舌ろC二雪駄 宗主I(+苦 C:分散のかけ算を C:計算の仕方につ外のことに粥味 半分以上Wlう いて 記述がな
を示している からない い
567 分数のかけ井の活用 ※ - ※ A:分JLのかけ井をいろいろな場面で活用するB 助書により,請用するC 政活用でき い A:(特になし)B いろいろな叫面識 莞買聖Lt'誉まとめているC.'ノー トに ｢学Vのまとめ｣の記述がなしヽ
(4)単元を通しての評価をする
毎時間ごとの評価を積み重ねていれば,早
元の評価となるはずであるが.次のX児.Y
児のような場合は.単元を通して評価すると
どうなるだろう｡
×児の ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価をみる
と, ｢B一日-A-A｣となっている｡平均
すると｢B｣と評価できそうであるが,だん
だん意欲を増していることを考えると,
｢A｣になるのではないだろうかo反対に,
Y児の ｢関心 .意欲 .態度｣をみると.｢A
-A-ら-B｣であり,平均するとX児と同
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時T-1ごとのX児の評価 時仰ごとのY児のFF価
じである.しかし,Y児はX児と逆に.だん
だん意欲が波少してる｡このことから考える
と,｢B｣が妥当だろう｡
このように考えると,単に ｢AJ｢BJ
｢C｣の故を数えたり,平均したリTるので
は.うまく評価できないことがあるといえる｡
児童一人一人をしっかりみていくことが大切
である｡
3 最後に
今まで.評価規準とその評価方法について
考えを述べてきたが.この提案のような評価
計画や評価基準表を作ることは.大変な作業
に思えるかもしれない｡しかし,考えてみる
と.牧師は毎時間の目棟をきちんともって指
蒔しているわけだから,評価規準は明らかで
ある｡あとは,単元の指導計画を立てる際に.
｢AJ｢BJ｢C｣の基準をはっきりさせる
だけであるといってもよい｡目標をしっかり
分析して授業に望むことを大切にしたい｡
また, ｢C｣になる児童がいるということ
は,教師の指導力不足であるとも考えられる｡
児童を評価するということは,逆からみれば.
教師の指導力を評価することになるはずであ
る｡指導要領が変わるこの横会に,自分自身
の指導力を見つめ直すよい機会にしたいと考
えている｡
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